
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 5月 29日(水)、3年生が修学旅行に出発しまし
た。5 月最終週はぐずつく天気でしたが、前日の
昼からは雨も上がり、当日の朝は、快晴を予想さ
せる肌寒い朝となりました。 
生徒たちはキャリーバッグを持って 6時前から

登校し始めました。職員室の窓から見える 3年生

の顔は笑顔にあふれていました。 
6時 20分に、インターロッキングで出発式

を行いました。校長あいさつでは、修学旅行
のスローガン「 学楽両道 ～そこにアイはある

んか～ 」の確認を行い、有意義な修学旅行に
していこうと話がありました。生徒代表あい
さつは、大きな声で元気よく、これからの充
実した時間を期待させるものでした。 

その後、バスに乗り込み、見送る保護者･教員に笑顔で手を振り、出発しました。見送り
時に掲げていた清水教諭作成の横断幕について、「生徒たちは『いってらっしゃい』の横断幕
にバスの中で感動しておりました！」と引率の佐藤教諭から直ぐにメッセージが届き、教
員も嬉しい朝のスタートとなりました。 
初日は、奈良で世界文化遺産に登録されている寺院を巡りました。大仏(盧舎那仏坐像)

やそれを納める世界最大規模の木造建築物、大仏殿の大きさや迫力を実感するなど、教科

書では学べない学習をすることができました。 
２日目は、班別自主研修。各班で練りに練った研修計画に沿って、京都市内を研修しま

した。朝一番に、ラッシュアワーでＪＲが安全のために運行見合わせになるなどして、計
画を急に変更する必要に見舞われるアクシデントもありましたが、今回はスマートフォン
アプリを活用しての研修だったので、時間を有効に使えたのではないかと思います。また、
朝の通勤･通学ラッシュは、都会を感じる良い体験になったと思います。 

3日目は、ＵＳＪ。曇り空の下でしたが、厳しい暑さとはならず、思い切り楽しむことが
できたようです。学校には、１９時前に帰着。充実感あふれる顔、旅の終わりを残念がる
顔、多少の疲れの色を感じさせる顔と、様々な表情を生徒たちは見せていました。 
 今回学習したことを、今後の学校生活に生かし、「誰もが 
楽しい  学

びのある学
校」づくり
を牽引して
ほしいと思
います。 
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Everyone enjoys school life！！ 
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影の長さに、朝早いことを感じます 



 

 
 玖珂中学校にあるランチルーム。以前は全校生徒がここに集
まり、給食を食べていました。しかし、感染症や雨漏りの問題
などがあり、この数年は学年集会などで使用するぐらいで、本
来の食事の場として使われることがありませんでした。 
 そこで本年度、使えるところから使ってみようという
取組を始めました。まずは、５月下旬に３年生がランチ
ルームで給食を食べました。３年１組から、各クラス単
位で利用し、その後、３年生全員で食べようという計画
です。また、座席配置などもいろいろ試す予定でした。 
 ところが後半は雨が降り、雨漏りが発生。残念ながら、

３年生全員で給食を食べることはできませんでした。し
かし、給食中の生徒の顔は笑顔も見られ、修学旅行に向
けての予行練習にもなっていました。 
 その後、１･２年生もランチルームを利用し、給食を食べました。玖珂中学校自慢のラン
チルームでチャンスをみつけて、全校が一緒に食べられる日をめざしていきたいです。 

 
 
 
 修学旅行の間も、１･２年生は通常の授業をしていました。また、２年生は、「掃除」に
ついて不十分なところを見直し、改善しようという取組を始めていました。 

この取組を直ぐに実践している生徒がいました。担当場所を
掃除した後、日頃は３年生が担当している場所を、自分たちの
判断で掃除を始めていました。翌日には、掃除開始前に役割分
担も済ませ、熱心に清掃に取り組んでいました。とてもすてき
な場面でした。 
「状況を見て、すべきことをする。」学習面、生活面、運動面

など様々な場面でこれが当たり前になれば、生徒みんなが楽し
い学校を実現できると思います。 

 
 

 
 
 6月 11日（火）、高校説明会を開催しました。 
例年、３年生生徒･保護者を対象に実施してい

た高校説明会ですが、今年度はキャリア教育の一
環として２年生生徒も参加しました。高等学校か
らは、学校長をはじめ多くの先生方にご来校いた
だき、学校の特色や求める生徒像などについて説
明していただきました。 
３年生にとっては本格的に進路を考える良い

機会になったと思います。また、夏休みに行われ

るオープンスクールなどにも積極的に参加し、よ
りよい進路選択につなげてほしいと思います。 

2 年生は、このとき学ぶことができた「高等学
校の求める生徒像」を意識しながら、自分たちを
成長させていってくれることを期待しています。 


